
 

改善箇所説明図 

（代表車種：コマツ HV６０００ 通称名：ＨＶ６０００－１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善措置の内容：全車両、全ケーブル端子を点検し、曲げてある場合はケーブルとサーキットブレーカ 

を新品に交換する。 

 

識別：パネル前面に白ペンキを塗布し識別する。 

 

異常発生時に電気回路の通電を遮断するサーキットブレーカにおいて、ケーブル端子の組立指示

が不適切なため、当該端子を曲げて組付けたものがある。そのため、その状態で使用を続けると、端

子部分が発熱し、最悪の場合、サーキットブレーカが電気回路の通電を遮断して走行不能になるお

それがある。 

【パネル前面】 

【パネル後面】 
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注：    は交換部品を示す。 


